
　　　　　　　　　　　受託団体名　一般財団法人名古屋YWCA

１．　事業名称
「外国人の子育てと生活」日本語支援事業

２．　事業の目的

３．　事業内容の概要

４．　運営委員会の開催について
【概要】
回数 開講日時 時間数 場所

1
平成26年5月
19日（月）
14:00～16:00

2時間
名古屋YWCA 202教
室

2
平成26年9月
4日（土）
14:00～16:00

2時間
名古屋YWCA 104教
室

５．　取組についての報告

○取組１：外国人子育てサポート教室「バンビーナ」

（２）　　取組内容

（４）　　参加者の総数　　　　17　　人
　　　出身・国籍別内訳　

1人 人
2人 1人
人 人

5人 2人
人 1人

（５）　　開催時間数（回数）　40時間　　　（全16回）

中国 インドネシア
韓国 タイ ウクライナ1人，アメリカ2人，カナダ1人，モンゴル1人

ブラジル ペルー
ベトナム フィリピン
ネパール 日本

委託事業実施内容報告書
平成２６年度「生活者としての外国人」のための日本語教育事業

【地域日本語教育実践プログラム（Ｂ）】

検討内容議題出席者
事業概要,予算の説明
各取組の広報（募集方法, チラシ） ,講座内容,打ち合わ
せ方法の検討

事業内容と各取組の進め方についての検討

磯村美保子，伊藤典
子，上村桂恵子，中島
純子，西田文乃，和田
貴子

名古屋近郊の外国人家族，日本人配偶者やその子どもとして生活する外国人が，日本語の環境の中で生活できるよ
うに日本語学習を通じてサポートし，必要な情報にアクセスできるようにする。H25年度の事業内容を継続し，「標準的
なカリキュラム案」を使った子育てのための日本語教室を行い，生活者のための漢字クラスも設ける。今回は地域の
日本語教育の必要性を広報するためにH25年度の活動報告を基にしたボランティア研修会も開催する。

取組1　「外国人子育てサポート教室　バンビーナ」　子育て中の外国人の家族のための日本語教室（託児付）
取組2　「外国人生活者のための土曜漢字クラス」　 生活場面における文字学習のための日本語教室（父母向）
取組3　「外国人のための子育てフェスティバル」　　 子育てに関する情報交換，交流の場
取組4　「外国人生活者支援を理解するためのボランティア研修会」地域に日本語教育の必要性について知らせる場
＊取組1・2では「標準的なカリキュラム案」をもとにシラバスを作成する

H25年度の「外国人ファミリーのための日本語講座－子育てと生活」の実施を踏まえ，「標準的なカリキュラム案」を活
用しながら，子育てをする外国人家族に必要な情報，日本語会話，文字，語彙などを提示した。具体的には1．健康で
安全に暮らす　2．消費活動を行う　3．人とかかわる　4．社会の一員となる　5．情報収集・発信する，などの項目を取
り上げた。その他に料理，ペン習字なども取り上げ，プレリテラシーとして絵本の読み聞かせや図書館や区役所などの
公的施設にも協力を促した。この施設見学は他の取組とも連携して行う。託児を必要とする人には託児サービス（6人
まで）を提供した。

磯村美保子，伊藤典
子，上村桂恵子，滝藤
英里，中島純子，和田
貴子

事業の中間報告と取組3「子育てフェスティバル」の検討

開催した取組みの報告（取組4「外国人生活者支援を理
解するためのボランティア研修会」，取組１「外国人子育
てサポート教室バンビーナ」7月）の報告，内容検討／取
組３「子育てフェスティバル」の広報，内容の検討

（１）　　体制整備に向けた取組の目標
　　　　　1．子育てに関係する公的団体やボランティア団体と外国人生活者とのつながりを作る
　　　　　2．外国人生活者の交流の場を作る
　　　　　3．H25年度の経験を踏まえ，新しい支援者の養成を行う

（３）　　対象者
　　　　　日本で子育て中，あるいは子育てをしようと考えている外国人生活者



回数 開講日時 時間数 場所 参加人数 国籍（人数） 取組のテーマ 内容 講師等氏名 補助者氏名 託児者氏名

1
平成26年7月
4日（金）
10:00〜12:30

2時間
30分

名古屋YWCA
ビッグスペース

9人

中国（１
人），韓国
（1人），ベト
ナム（3人），
タイ（1人），
フィリピン（1
人），モンゴ
ル（1人），，
アメリカ（1
人）

自分を語る
／手作りおもちゃ

自己紹介（模造紙に名前，住所（市，区まで），
子どもの名前，年齢を書く→グループ毎に自己
紹介→全員の前で自己紹介）
***************************************
****
親子で一緒に学ぶ時間　手作りおもちゃ

伊藤典子
中島純子，濱島
洋子，山田裕子

川崎佐和，近藤
朝美，佐野昌美，
石川美和，安井
真由美

2
平成26年7月
11日（金）
10:00〜12:30

2時間
30分

名古屋YWCA
ビッグスペース

11人

中国（１
人），韓国
（1人），ベト
ナム（4人），
タイ（1人），
フィリピン（２
人），モンゴ
ル（1人），ウ
クライナ（1
人），

地域の情報を得
る／各国版絵本
の読み聞かせ／
折り紙

「絵本の読み聞かせ」受講生の国の言語（使用
言語）を使い絵本の読み聞かせをすること，地
域の情報を得ることが目標。母語や第一言語で
読み聞かせをすることの重要性を伝える。／各
国版の絵本が置いてある場所を探す。（名古屋
市内で多言語の本（絵本）を扱う図書館等を調
べ、図書館利用の練習をする。（ロールプレイ）
／国や使用言語ごとグループに分かれ，絵本を
読む練習をする。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
＊＊
親子で一緒に学ぶ時間：折り紙
動物や楽器、キャラクター

伊藤典子
中島純子，濱島
洋子，山田裕子

川崎佐和，近藤
朝美，佐野昌美

3
平成26年7月
18日（金）
10:00〜12:30

2時間
30分

名古屋YWCA
ビッグスペース

10人

中国（１
人），韓国
（1人），ベト
ナム（５
人），タイ（1
人），フィリ
ピン（1人），
ウクライナ
（1人），

地図を見る
子育てマップ（情
報マップ）作成

テーマ：「地図」作成
目標：「子育てマップ」を作る

いろいろな地図を使って、自分のいる場所を確
認→地図記号等の確認／子育てマップの作成
／自分が子どもとよく行く場所や行ってみておも
しろいと思った場所など，紹介したいところにつ
いて考える。

和田貴子
伊藤典子，中島
純子，山田裕子

川崎佐和，近藤
朝美，佐野昌美，
水野澄子

4
平成26年7月
25日（金）
10:00〜12:30

2時間
30分

名古屋YWCA
ビッグスペース

11人

中国（１
人），韓国
（1人），ベト
ナム（5人），
タイ（1人），
フィリピン（1
人），モンゴ
ル（1人），ウ
クライナ（1
人）

文化教室「裁縫」

裁縫教室
雑誌連載，ワークショップなど多方面でご活躍の
先生を招き，洋裁教室を開催／“オリジナル刺
しゅう入りポケットティッシュケース”を作成／刺
繍の基本ステッチを日本語で読み，ステッチの
練習／ティッシュケースへ刺繍／ティッシュケー
スの作成

井上アコ
伊藤典子，中島
純子，山田裕子

川崎佐和，近藤
朝美，佐野昌美，
石川美和

5
平成26年9月
12日（金）
10:00〜12:30

2時間
30分

名古屋YWCA
ビッグスペース

10人

韓国（2
人），ベトナ
ム（3人），タ
イ（1人），
フィリピン（1
人），モンゴ
ル（1人），ウ
クライナ（1
人），アメリ
カ（1人）

人と付き合う•日本
の行事／子育て
マップ（情報マッ
プ）作成

夏休みに行った場所の紹介／日本の行事（年
間行事）について学ぶ
後半：子育てマップ作成

和田貴子
伊藤典子，中島
純子，山田裕子

川崎佐和，近藤
朝美，佐野昌美，
石川美和

6
平成26年9月
19日（金）
10:00〜12:30

2時間
30分

名古屋YWCA
ビッグスペース

11人

韓国（2
人），ベトナ
ム（4人），タ
イ（1人），
フィリピン（1
人），モンゴ
ル（1人），ウ
クライナ（1
人），アメリ
カ（1人）

人と付き合う•日本
の行事／発表
（ショー&テル）
絵本の読み聞か
せ，選び方

日本の行事の続きを学ぶ／受講生の国の行事
の中で紹介したい行事を１つ選び発表（ショー&
テル）／
（ベトナム，タイ，フィリピン，アメリカ，モンゴル，
ウクライナ，韓国の行事）
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
＊＊
親子で学ぶ時間：日本語の絵本の選び方，日本
語での読み聞かせの仕方

和田貴子
伊藤典子，中島
純子，濱島洋子，
山田裕子

川崎佐和　近藤
朝美　佐野昌美
石川美和

7
平成26年9月
26日
10:00〜12:30

2時間
30分

名古屋YWCA
ビッグスペース

8人

韓国（2
人），ベトナ
ム（3人），タ
イ（1人）,モ
ンゴル（1
人），ウクラ
イナ（1人）

病気
手作りおもちゃ

テーマ：「病気」
身体部分の名称から，病気の名前，病院の診
療科などさまざまな語彙を学ぶ／かかりつけの
病院，緊急時、夜間時の病院などの検索／病
気の際の対処を学ぶ
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
＊＊
親子で学ぶ時間：手作りおもちゃ

伊藤典子
中島純子，濱島
洋子，山田裕子

川崎佐和，近藤
朝美，佐野昌美，
水野澄子

8
平成26年10
月10日（金）
10:00〜12:30

2時間
30分

名古屋YWCA
ビッグスペース

9人

韓国（2
人），ベトナ
ム（3人），タ
イ（1人），
フィリピン（1
人），モンゴ
ル（1人），ウ
クライナ（1
人）

診察
幼稚園と保育園
の違い

テーマ：「診察」
病気で病院へ行った際の手順，診察場面での
専門用語を学ぶ／問診票を読み取り記入する。
ビデオ鑑賞により，病院へ行った際の手順や言
葉の確認
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
＊＊
親子で学ぶ時間：幼稚園と保育園の違い（私
立，公立，時間，授業料などを学ぶ）

伊藤典子
中島純子，山田
裕子

近藤朝美，佐野
昌美

9
平成26年10
月17日（金）
10:00〜12:30

2時間
30分

名古屋YWCA
ビッグスペース

10人

韓国（2
人），ベトナ
ム（4人），タ
イ（1人），
フィリピン（1
人），モンゴ
ル（1人），ウ
クライナ（1
人），

調剤薬局
ドラッグストア

テーマ：「調剤薬局／ドラッグストア」
薬局へ行った際の手順，薬の名前や用語を学
ぶ
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
＊＊
親子で学ぶ時間：折り紙

伊藤典子
中島純子，濱島
洋子，山田裕子

近藤朝美，佐野
昌美，石川美和，
相澤千勢

10
平成26年10
月24日（金）
10:00〜12:30

2時間
30分

名古屋YWCA
ビッグスペース

10人

韓国（2
人），ベトナ
ム（3人），タ
イ（1人），
フィリピン（1
人），モンゴ
ル（1人），ウ
クライナ（1
人），カナダ
（１人）

料理（レシピ）

テーマ：「レシピを読む」
第10回の料理教室に向け，レシピの読み方，具
材の切り方とその名称などを学ぶ／グループ活
動各グループが選んだ料理のレシピ（第10回で
作るもの）を他のグループに説明（発表）

伊藤典子
中島純子，濱島
洋子，山田裕子

川崎佐和，近藤
朝美，佐野昌美，
石川美和

（６）　  取組の具体的内容



11
平成26年10
月31日（金）
10:00〜12:30

2時間
30分

名古屋YWCA
調理室，201•202教
室

10人

韓国（2
人），ベトナ
ム（3人），タ
イ（1人），
フィリピン（1
人），モンゴ
ル（1人），ウ
クライナ（1
人），アメリ
カ（1人）

文化教室「料理」
料理教室
メニュー：味噌煮込みうどん，三色どんぶり，白
玉だんご

國枝京子
伊藤典子，上村
桂恵子，山田裕
子

川崎佐和，近藤
朝美，佐野昌美，
石川美和

12
平成26年11
月7日（金）
10:00〜12:30

2時間
30分

名古屋YWCA
ビッグスペース

7人

韓国（2
人），ベトナ
ム（3人），タ
イ（1人），ウ
クライナ（1
人）

保育園•幼稚園•学
校からのお便り／
日本の遊び

テーマ：学校からのお便り
学校からのお便りの難しい漢字やわかりにくい
表現から必要な情報を拾い出す練習をする／
本物の「学校からのお便り」を使い読み取る練
習／どんなお便りか，読み取れた情報を発表
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
＊
親子で学ぶ時間：日本の遊び「花いちもんめ」

伊藤典子
山田裕子，和田
貴子

川崎佐和，佐野
昌美，石川美和

13
平成26年11
月14日（金）
10:00〜12:30

2時間
30分

名古屋YWCA
ビッグスペース

10人

韓国（2
人），ベトナ
ム（4人），タ
イ（1人），モ
ンゴル（1
人），ウクラ
イナ（1人），
アメリカ（1
人）

不在配達通知に
対応する／折り紙

テーマ：「不在配達通知」
不在配達通知に書かれている情報を読み取る
（「自動応答」「ドライバー直通」，「お問い合わせ
番号」「追跡番号」など，各社による言葉の違い
も説明）／必要な情報を読み取る練習／本物の
「不在通知」を使用し，情報の読み取りの練習／
不在配達通知が来た場面でのロールプレイ
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
＊＊
親子で学ぶ時間：折り紙

伊藤典子
濱島洋子，山田
裕子，和田貴子

近藤朝美，佐野
昌美，石川美和，
竹田可寿江

14
平成26年11
月21日
10:00〜12:30

2時間
30分

名古屋YWCA
ビッグスペース

7人

韓国（2
人），ベトナ
ム（3人），モ
ンゴル（1
人），ウクラ
イナ（1人）

成果発表準備／
日本の小学校に
ついて学ぶ

成果発表準備（最終回：各自テーマを決めて発
表）
バンビーナで学んだことからテーマを決めて発
表，自分の国のことを発表するための準備／最
終回に参加できない受講生による発表（家族紹
介）
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
＊＊
親子で学ぶ時間：日本の小学校／連絡帳の書
き方の練習

伊藤典子 山田裕子
近藤朝美，佐野
昌美，相澤千勢，
天野早苗

15
平成26年11
月28日（金）
10:00〜12:30

2時間
30分

名古屋YWCA
ビッグスペース

11人

韓国（1
人），ベトナ
ム（5人），タ
イ（1人），モ
ンゴル（1
人），ウクラ
イナ（1人），
アメリカ（1
人）,日本（1
人）

文化教室
「習字」

「習字教室」
来年のカレンダーを作る／文字の種類，漢字の
意味，干支について学ぶ／毛筆体験&練習／市
販のカレンダー（習字用）に好きな文字を一つ選
び，毛筆で書き，作品をつくる

加藤玲子

伊藤典子，上村
桂恵子，濱島洋
子，山田裕子，和
田貴子

川崎佐和，佐野
昌美，石川美和

16
平成26年12
月5日（金）
10:00〜12:30

2時間
30分

名古屋YWCA
ビッグスペース

10人

韓国（2
人），ベトナ
ム（5人），モ
ンゴル（1
人），カナダ
（1人），アメ
リカ（1人）

成果発表•茶話会

前半：発表準備（模造紙に発表したいことを書き
込んだり，写真を貼ったりする。プロジェクターを
使用し，発表することも可能。）
テーマ：薬，自分の国の絵本，住居，結婚，観光
地
　　　　　家族紹介
後半：発表（1人5分程度で発表→質疑応答）

伊藤典子
中島純子，濱島
洋子，山田裕子，
和田貴子

川崎佐和，近藤
朝美，佐野昌美，
石川美和

（７）　　参加者の募集方法
チラシ送付：名古屋市周辺の保育園，幼稚園，東海日本語ネットワーク，日本語教室，生涯学習センター，ハ
ローワーク，教会，受講生など
　送付／配布時期：5月
　送付部数：約250部
　ほか、ブログで告知

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活
せいかつ

と 子育
こ そ だ

て の   

日本語
に ほ ん ご

を   

勉 強
べんき ょ う

し ま す。   

 

 

キリ ト リ   

 

   

申 込方 法
も う し こ みほう ほう

        

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

  申 込締 切
も う し こ みし めき り

： 6 月
がつ

2 7 日
に ち

（ 金
き ん

）   

① 申 込 書
も う し こ みし ょ

と 参加費
さ ん か ひ

を Y W C A へ持
も

っ て く る 。   

② 申 込 書
も う し こ みし ょ

を メ ールか郵便
ゆ う びん

か F A X で 送
お く

り ， Y W C A へ参加費
さ ん か ひ

を 持
も

っ て く る 。（ 銀行振込
ぎ ん こ う ふり こ み

も で き ま す。）   

裁縫
さ いほう

教 室
き ょ う し つ

  

井上
いのう え

ア コ   先生
せんせい

  

子供服
こ ど も ふ く

作家
さ っ か

  

  （ 雑誌
ざ っ し

『 リ ン ネ ル』 に て 連 載 中
れんさ いち ゅ う

）  

料理教室
り ょ う り き ょ う し つ

  

國枝京子
く にえ だ き ょ う こ

  先生
せんせい

  

習字教室
し ゅ う じ き ょ う し つ

  

加藤玲子
か と う れ い こ

  先生
せんせい

  
( た ち ばな 書道会

し ょ ど う かい

主催
し ゅ さ い

  

高校書道専修免許
こ う こ う し ょ ど う せんし ゅ う めんき ょ

  所持
し ょ じ

)   

※ク ラ ス が始
はじ

ま っ た ら 参加費
さ ん か ひ

の返金
へん き ん

はで き ま せん。   

手遊
て あ そ

びも あ り ま す。   

文化教室
ぶん かき ょ う し つ

も あり ま す 。   

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“ ”

 

L e a r n   J a p a n e s e   

f o r   L i f e   a n d   

R a is in g   C h i l d r e n .   

  

W e   a r e   p l a n n in g      

A c t io n   S o n g s ,      

C u l t u r e   C l a s s e s . . e t c   

 

Cu t  

 

   

A p p ly     

 

 

 

 

 

 

 

D u e   D a te :  6 /2 7 ,  2 0 1 4   ( F r i)   

① P le a s e   b r in g   yo u r   A p p l ic a t io n   f o r m   a n d   p a y  F e e s .  

② P le a s e    s e n d   yo u r   A p p l ic a t io n    f o r m   b y  F A X   o r    p o s t    t o   

N a g o ya   Y W C A   a n d   t h e n   p a y  F e e s   a t   N a g o ya   Y W C A .   

      (A c c e p t   b a n k   t r a n s f e r s )   

Culture Class 

Sewing 
Teacher: Ako Inoue 

Designer (Kids clothing) 

Cooking 
Teacher: Kyoko Kunieda 

Shûji 
Teacher: Reiko Katô 

  [ N o t e ] F e e s   a r e   n o n -r e f u n d a b le     

   

 

   

 

 

 

 

 

   

 

 

     

 

 

 

 

 

   

 

 

     

 

 

 

 

 

o n c e   t h e   c la s s e s   h a v e   b e g u n .    



（８）　　特徴的な活動風景

        ◆10月10日（金）「病院」
           受講者9人　講師1人　補助者2人
           10:00　前の週の復習

           10:15　病院の言葉を学ぶ
　　　　　　　　　実際の生活では病気の名前などを知らないまま
　　　　　　　　　診察を受けている受講生がほとんどであった。

           10:40　病気で病院へ行った際は，
　　　　　　　　　まずどこへ行けばいいのか，
　　　　　　　　　どういう手順をふめばいいのかを説明

　　　　　10:45　ビデオ鑑賞（病院場面での学習用ビデオ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　託児の様子
　　　　　　　　　（場面ごと手順を確認しながら学ぶ）
　　　　　　　　　実際にビデオを見ることで，流れもわかり，
　　　　　　　　　リスニングの練習にもなった。

　　　　　11:20 問診票記入練習
　　　　　　　　　問診票を書く練習も行ったが，実際の生活でも
　　　　　　　　　子どもの予防接種や検診などで，問診票を
　　　　　　　　　書かなければならない場面は多く，受講生
　　　　　　　　　からは役に立ったという声を多数聞くことができた。

  　　　　11:40　病院場面でのロールプレイ
　　　　　　　　　習った言葉を使い，病状の説明などを行った。
　
　　　　　　　　　診断の際の医師の言葉はとても重要で，病気に対してどのように対処すればいいのか
　　　　　　　　　わからずに帰ってきてしまうこともよくあると話してい受講生もいたため，
　　　　　　　　　このような場面を取り上げることは非常に大切であると感じた。

           11:50　振り返り，ポートフォリオ記入
 
　　　　　12：00　託児室へ子どもを迎えにいく

　　　　　12:05　保育園と幼稚園の違いを学ぶ
　　　　　　　　　私立と公立の違い，制服，お弁当，登園の仕方（バスや徒歩など）
　　　　　　　　　費用，延長保育などについても学ぶ。

　　　　　　　　　実際に日本の幼稚園に通わせている父母も多く，
　　　　　　　　　各幼稚園の違いなどについても話し合った。
　

　※「標準的なカリキュラム案」を活用

　　外国人子育てサポート教室「バンビーナ」　パンフレット
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（９）　　取組の目標の達成状況・成果

        ◆11月14日（金）「不在通知」　　※新聞社の取材あり
           受講者10人　講師1人　補助者3人
           10:00　前の週の復習

           10:15　不在通知の言葉を学ぶ
　　　　　　　　　会社による言葉の違いなどについても学んだ。
　　　　　　　　　例）お問い合わせ番号／追跡番号　等

           10:40　不在通知が届いた際は，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　託児の様子
　　　　　　　　　まずどう対処し，どのような
　　　　　　　　　手順をふめばいいのかを説明

　　　　　10:45　本物の不在通知を使い情報を読み取る練習
　　　　　　　　　不在通知を見たことはあるものの，家族任せにしている
　　　　　　　　　受講生が多く，細かく書かれた情報の中で，どこが必要
　　　　　　　　　なポイントなのかをまなんだ。
　

         　11:40　不在通知が届いた際のロールプレイ
　　　　　　　　　不在通知から必要な情報を読み取れても，
　　　　　　　　　電話をかけなければならないというプレッシャーから，
　　　　　　　　　自分で処理できない受講生もいたため，
　　　　　　　　　ロールプレイでの練習は役に立ったようであった。

  　　　　　　　　　受講生が新聞記者からの取材に
　　　　　　　　　　バンビーナに通ったことで生活の日本語が分かるようになったこと
　　　　　　　　　　託児付きの日本語教室である点がよく，集中して日本語を学べる点などについて話をしていた。

　　　　　11:50　振り返り，ポートフォリオ記入　　　　※クラス終了後にFacebookにて受講生より
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自分で不在通知の処理ができたという知らせを受けた。
 
　　　　　12：00　託児室へ子どもを迎えにいく
　
　　　　　12:05　折り紙
　　　　　　　　　　7月の時点では，なかなか上手に折れなかったが，
　　　　　　　　　　この時期になると「やまおり」「たにおり」の区別もつき
　　　　　　　　　　次々と作品を仕上げていくまでに至った。
　
　　　　　　　　　　また，子どもも成長し，折り紙をおることに興味を示す子どももでてきた。

           12:30　終了　※文化教室「料理教室」と「習字教室」はFacebookに動画あり
　　　URL: https://www.facebook.com/pages/名古屋ywca日本語教育セミナー/567844863315659?ref=hl

•前年度からのリピーターが多かったが，昨年度の内容を習得し，生活面で活用している受講生の声を多く聞く事
が出来た。
•生活と直結した日本語が学べる点がいいという意見を多く聞いた。
•子どもの便りについては，自身で読むことができない受講生が多く，役に立ったという意見が多かった。
•絵本の読み聞かせは，日本語での読み聞かせと受講生の母国や使用言語での読み聞かせの二回を行った。受
講生の中には，日本で生活する以上，日本語で全てを行わなければならないと考える受講生もいたため，子ども
の言語形成において母語の重要性を伝えることができた。
•不在通知表も家族任せという受講生が多かったが，授業後，自分で手続きできたという声を聞くことができた。
•料理教室は今回，レシピの読み方の授業を事前に行ったため，日本語の習得にもつながり，流れ良く進めること
ができた。
•料理教室で作った名古屋名物の「みそ煮込みうどん」が非常に好評であった。
•習字教室では，H27年度のカレンダーを作成したが，文字や漢字を学ぶ機会にもなり，毛筆体験は日本文化を
体験でき，非常に好評であった。
•クラス開催途中から，連絡ツールをブログからFacebookへ移行したが，発信する側も受信する側も連絡がとりや
すくなり，受講生の反応も把握できるようになった。
•子どもと一緒に学ぶ時間は好評で，絵本の読み聞かせや子どものおもちゃなど成長過程に必要な情報を楽しく
学ぶことができたという意見が多かった。
•新聞社からの取材を受け，認知度の向上に繋がった。



　　　　＜アンケートより　バンビーナクラス　良い点＞
　　　　　　•日本の生活，病院，子どもの学校などを勉強できる。
　　　　　　•日本語を勉強し，新しい言葉を習う事ができる。
　　　　　　•外国人と友達になり，日本語も勉強できてとても嬉しい。
　　　　　　•生活の言葉を勉強して本当に便利に使うことができる。
　　　　　　•大切なことが勉強できる。とても助かる。
　　　　　　•料理教室があるのがとても良い。
　　　　　　•文化教室が楽しい。
　　　　　　•先生やスタッフがとても親切である。

　　　　Japan Times (掲載日：2014年12月6日)

　　　◆アンケート結果

　　　中日新聞(掲載日：2014年11月29日)



（１０）　　改善点について

○取組２：外国人生活者のための土曜漢字クラス

（４）　　参加者の総数　　　15 　人
　　　出身・国籍別内訳　

人 人
1人 1人
人 人
人 12人
人 人

（５）　　開催時間数（回数）　　20　　時間　　　（全　8　回）

回数 開講日時 時間数 場所 参加人数 国籍（人数） 取組のテーマ 内容 講師等氏名 補助者氏名

1
平成26年9月
13日（土）
10:00～12:30

2時間
半

名古屋YWCA105教
室

10人

フィリピン（8
人），
タイ（1人），
韓国（1人）

自己紹介，
漢字の基本，
身の周りの漢字
(家の外で見る漢
字）

自己紹介で使う語彙の漢字を提示し，漢字を意
識しながら自己紹介を行う。
日本語の文字，漢字の数など漢字の基本の話
から，講座で学ぶ目標を知る。
身の周りの漢字として，家の外，出掛けた先で
よく見かける看板や表示の漢字，スーパーで見
かける漢字を学び，欲しいものが見つからない
時店員に尋ねられる会話練習も行う。
生活で見かけた気になる漢字の写真を撮って来
るのが宿題。

上村桂恵子
山田祐子，
滝藤英里，
伊藤里奈

2
平成26年9月
27日（土）
10:00～12:30

2時間
半

名古屋YWCA105教
室

12人

フィリピン10
人），
タイ（1人），
韓国（1人）

見の周りの漢字
（家の中の漢
字），
漢字の書き方と音
訓

宿題の漢字発表。
家の中で見かける漢字として家電の表示と使い
方を知る。
学習者持参の食品パッケージから期限，保存方
法などを読み取り，食品管理を安全に行うことが
できるようにする。調べた内容をクラスで発表。
漢字の歴史，書き方のコツ，音訓など漢字の基
本を学ぶ。
生活漢字の写真と病院で困った事例を考えてく
るのが宿題。

上村桂恵子
山田祐子，
滝藤英里，
伊藤里奈

3
平成26年10
月11日（土）
10:00～12:30

2時間
半

名古屋YWCA202教
室

7人

フィリピン（5
人），
タイ（1人），
韓国（1人）

病気と災害の漢
字，
漢字の字形の違
い

宿題の漢字発表。
病院で困った事例を話してもらう。
病院，症状，薬，問診票などの漢字を提示。や
まいだれを取り上げ，関連する漢字を学ぶ。
災害時の漢字を知り，各区の防災マップから自
分の家から近い避難所を探す。非常用持ち出し
袋の中身を考えて発表する。
印刷と手書きの字形の違いを知る。
生活漢字の写真と学校のお便りを持ってくるの
が宿題。

山田祐子
滝藤英里，
伊藤里奈，
上村桂恵子

4
平成26年10
月25日（土）
10:00～12:30

2時間
半

名古屋YWCA202教
室

10人

フィリピン（7
人），タイ（1
人），韓国
（1人），ロシ
ア（1人）

学校の漢字，
漢字の音の記号

宿題の漢字発表。
DVD『ようこそ！さくら小学校へ』を観て，日本の
学校を知り，日本の学校行事や教育制度，学校
のお便りでよく使われる言葉や表現を学ぶ。
「青」「士」「令」など読み方が分かる「音の記号」
を提示し，読み方が推測できることを学ぶ。
生活漢字の写真と配布の「なご得ナビ」を予習し
てくるのが宿題。

滝藤英里
伊藤里奈，
上村桂恵子，
山田祐子

ペルー
ベトナム フィリピン

（６）　  取組の具体的内容

ネパール

タイ
中国

生活場面での必要な漢字を取り上げる。「読み」を中心に行うが「書」くスキルにも取り組む。また，生活場面での
「会話」も行う。

平成25年度に取り組んだ日本語ボランティア養成講座「標準的なカリキュラム案の活用方法」での研修を生か
し，生活場面で必要な漢字を提示する。漢字学習を通じ，生活に必要な場面での日本語へ広げていく。教室では
講師を中心に授業を行うが，参加者の生活場面に応じた小グループでの会話の時間も作る。公的機関（区役
所，病院，交通機関など）で使用する漢字も取り上げる。

韓国

　　　　　•子どもの学校への見送り等があり，開始時間に間に合わない受講生が多かった。
　　　　　•「標準的なカリキュラム案」使用の教材作りという点で，講師やアシスタントの負担が多かった。
　　　　　•生活面に密着した日本語の語彙や表現は役に立つ一方で，来日間もない受講生などからは，
　　　　　 文法中心の日本語教室を望む意見が多数見られた。
　　　　　•子どもと一緒に学ぶ時間も，子どもなしで，受講生のみの授業形式を望む声があった。
　　　　　•託児の人数に制限があるため，全ての受講生を受け入れることができなかった。
           •子どもの病気，家庭の都合などで，継続が困難になったり，欠席することが多くあった。

         ＜アンケートより　バンビーナ　よくない点＞
　　　　　　•日本語のレベルがバラバラのため，レベル別クラスを作ってほしい。
　　　　　　•復習する際に言葉のチェックの方法が良くない。単語だけでなく，文でチェックするのはどうか。
　　　　　　•クラスの回数が一週間に一回では少ない。
　　　　　　•文化教室よりも日本語の勉強が今は必要である。
　　　　　　•文法が勉強したい。
　　　　　　•漢字の勉強がしたい。

（１）　　体制整備に向けた取組の目標

（２）　　取組内容

日本

ロシア1人
ブラジル

（３）　　対象者
　　　　　地域で生活する外国人生活者（父母），非漢字圏学習者

インドネシア



5
平成26年11
月8日（土）
10:00～12:30

2時間
半

名古屋YWCA202教
室

5人

フィリピン（2
人），
タイ（1人），
韓国（1
人），
ロシア（1
人）

お出掛けの漢字，
メールで漢字変換

宿題の漢字発表。
地下鉄エコ切符を使って余暇を楽しむことを目
標に，チラシやパンフレットの漢字を学ぶ。
コミセンの講座や旅行の申し込みに挑戦。内容
を発表する。
漢字変換の誤用を紹介し，メールで漢字変換ク
イズをする。
生活漢字の写真と家族の名前を書いてくるのが
宿題。

山田祐子
伊藤里奈，
上村桂恵子，
滝藤英里

6
平成26年11
月22日（土）
10:00～12:30

2時間
半

名古屋YWCA202教
室

6人

フィリピン（4
人），
タイ（1人），
ロシア（1
人）

名前・住所の漢
字，
漢字の意味の記
号

宿題の漢字発表。
日本人の名前によく使われる漢字を提示し，
知っている名字を作ってもらう。書き順に注意
し，書く練習をする。
人気の名前，性別の判断など，名前にまつわる
話題を取り上げ，お国の名前にまつわる話も聞
く。
カンムリやヘンなど部首を提示し，漢字の意味
の記号を学ぶ。
生活の漢字の写真と「広報なごや」を持参する
のが宿題。

滝藤英里
伊藤里奈，
上村桂恵子，
山田祐子

7
平成26年12
月13日（土）
10:00～12:30

2時間
半

名古屋YWCA202教
室

8人

フィリピン（5
人），タイ（1
人），韓国
（1人），ロシ
ア（１人）

役所の漢字・仕事
の漢字
国の名前・1字で
使える便利の漢
字

宿題の漢字発表。
県・市・区など行政の漢字の他，区役所内で見
かける漢字，どんなときに何課に行けばいいか
を学ぶ。
仕事の漢字では求人広告から必要な情報を抜
き出す練習。履歴書・辞表の形式も知る。
国の漢字クイズと1字で使える便利な漢字の意
味クイズをする。

山田祐子
伊藤里奈，
上村桂恵子，
滝藤英里

8
平成26年12
月20日（土）
10:00～12:30

2時間
半

名古屋YWCA202教
室

7人
フィリピン（6
人），ロシア
（1人)

習字体験（硬筆・
毛筆）

硬筆体験では，自分の名前・家族の名前・住所
を書く。毛筆体験では，覚えた漢字や書きたい
漢字を選んで半紙に書き，オリジナルカレンダー
を作る。
年賀状に関係する漢字の読みの後，未年の年
賀状を作る。
ふりかえりの時間を設け，8回の講座に関するア
ンケート，ポートフォリオを書く。

上村桂恵子
伊藤里奈，
滝藤英里，
山田祐子

（７）　　参加者の募集方法
　　　　　チラシ送付：中区周辺の小・中・高等学校，東海日本語ネットワーク，日本語教室，生涯学習センター，
　　　　　　　　　　　　　ハローワーク，教会，多国籍レストランなど
　　　　　送付時期：6月末，7月
　　　　　送付部数：約300部
　　　　　ほか、ブログで告知
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A class to learn  Kan j i for foreig n  m others and fathers.  

Let’s learn  how  to read Kan j i that you see frequently in  tow n and  

announcem ents from  your ch ildren’s schools.  

You can a lso experience Shûj i and how  to w rite a New  Year’s card .  

                 People f rom non-kanj i-using countries.  

                   Those who understand basic Japanese.  

                    Those who can j oin f rom beginning to end. 

                   15 people  

                   9/13,27, 10/11,25, 11/8,22, 12/6,20 （Sat .） 

                   10:00am-12:30pm 

                   The Nagoya YWCA 

                   ￥2,400( 8 classes in total） 

① Send the applicat ion f orm by e-mail, f ax or mail. 

② Bring the f ee direct ly to YWCA. 

Sep. 5 th ( Fr i)   

The Nagoya YWCA ( Isomura & Kamimura)  

2-3, Shinsakaemachi, Nakaku, Nagoya, 460-0004 Tel( 052) 961-7707( Ext .64)   

Fax( 052) 951-5672  Email：seminar@nagoya-ywca.or . j p 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Cut  of f  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

2014 Kanj i Lessons Applicat ion Form  

Name               M・F Address  

Count ry  TEL  Email  

Can you read Hiragana? □Yes       □Most ly     □No 領収  

 

2014 Japanese language 
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Regist rat ion deadline 

Who? 

Schedule  

Time 

Place 

Fee 

Contact        

Number of  part icipants 

Nagoya YWCA Parent ing 
Support Classes Character  



（８）　　特徴的な活動風景
        ◆10月11日（土）「病気と災害の漢字／漢字の字形の違い」
           受講生7人　講師1人　補助者3人
           10:00　受講者来校。2週間の間に見つけた生活の漢字の
                    写真（宿題）をスタッフに見せる。ミニホワイトボード
                    に漢字を書き，グループごとにアシスタントから発表。
                    「院外処方せん」「熱さまし冷却シート」などの質問あり。

           10:15　「病気の漢字」から講座開始。
　　　              病院に行ったときに困った事例をグループ内で話した後，クラス発表。
　　　　　　　　　「説明の言葉が難しい」「問診票がわからない」「時間がかかる」「難しい漢字が
　　　　　　　　　　たくさんある」などの意見が出る。

           10:20　病院・診療所・クリニックの違い，
                     頭痛・吐き気・熱があるなど症状
                     の言葉を学ぶ。「やまいだれ」は
                     ベッドに寝ている人が立った姿。
                     病院，痛い，症状など病気に関
                     わる漢字に「やまいだれ」が使
                     われていることを知る。

　　　　　10:30　「何かに行きますかワークシート」で，読み仮名を書いてみる。
　　　　            ひらがなを書くのも苦手な人が多いため，アシスタントのサポートが必須。

           10:40　タガログ語，韓国語，タイ語など多言語問診票の紹介。日本語のものと照らし合わせてみる。

           10:50　「薬」の字より，「くすりも草から作る。くすりを飲んで楽になる」と意味から印象づける。

           11:00　お薬手帳と薬袋の漢字を取り上げ，薬の飲み方を読み取る練習をする。
 
           11:10　休憩          11:20　前回の授業で「「入」と「入」が違う。どうして？」と質問を受けたことから，
                    「本の字と手書きの字の違い」を紹介する。ゴシック，明朝などの文字と
　　　　　　　　　教科書体を比較して，字形の種類を知る。

          11:40　「災害」の漢字。
　　　             雨・雷・雪などから「あめかんむり」の意味を学ぶ。
                    災害・台風・洪水・警報・地震など難しい漢字も多
                    いが，知っておきたい漢字の読み方を提示する。

          11:55　名古屋市各区の防災マップから，自分の家から一番近い避難所を探す。
 

          12:10　非常持出袋の中身を各自で考え，発表。「在留
                    カードを忘れないように」という外国人ならでは
                    の意見も出る。

          12:20  今日勉強した漢字の復習ワーク。読みの復習，
                   意味は母語でシートを記入する。手が早い人は
                   自分で進められるが，ひらがなが苦手な人はア
                   シスタントが一字一字教えなくてはいけない。

          12:30　ふりかえりシートを記入し終了。
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（９）　　取組の目標の達成状況・成果

           11:10　清・海，晴・明など，部首が同じ漢字を並べ，どこが同じか考えてもらう。
                     「部首」という言葉も教え，意味が分かる記号だと言うと，これでまでで
                     漢字に対して興味を深めてきた受講生から「へぇ～」という声があがる。
　

           11:20　「勉強・運動・助ける」などから、どの記号があるかクイズ。
 
           11:40　「地名」の漢字として，地下鉄路線図から乗り換えできる大きな駅名の読み方を学ぶ。

           11:50　名古屋の観光スポットまでどうやって行くか，
                        路線図を見ながらグループで考える。「名古
                        屋港水族館」「モリコロパーク」「庄内緑地公
                        園」など，各自が調べた出発・乗り換え・到
                        着駅を発表する。

           12:20　今日勉強した漢字の復習ワーク。読み方，
                       意味，書く練習をまとめて行う。漢字を見て
                       書くこと，読みを口で言うことは問題ないが，
　　　　　　　　　　 読み方をひらがなで書くのが毎回一苦労。
                       アシスタントなしではフォローができない。

           12:30　ふりかえりシートを記入して終了。

       ◆11月22日（土）「日本人の名前・地名の漢字」
          受講生6人　講師1人　補助者3人
          10:00　受講者来校。宿題漢字を持ってきたのは2人。ごみ捨て場で見たという「発火性危険物」，
　　　　　　　　　日本人の知人の書で見たという「崩」の漢字。
 
          10:15　知っている日本人の名字を次々あげてもらった後，日本人に多い名字ベスト10を紹介する。
　　　　　　　　　中でもよく使われている漢字，林，村，森，木，町，下，上，大，山，田，川，中などを意味と
　　　　　　　　　共に提示し，受講生が知っている名字作りに挑戦する。
　

           10:30　書き順に注意しながら書く練習。アシスタントが「1，2，3」や，「たて，よこ」など声を掛けて
　　　　　　　　　補助をする。

           10:50　日本人に多い名前の紹介。時代と共に男の子・女の子の名前が変わってきたことを話すと，
　　　　　　　　　国でも同じだという声が聞こえる。一般的な名前から性別クイズ。
　　　　　　　　　「智子・大介」女の子の名前はどっち？など。

           11:00　休憩

検証方法：担当講師，補助者の意見，参加者の感想，教室の様子，ポートフォリオ
◆目標達成状況
・「非漢字圏，ある程度会話ができる生活者」という設定でシラバスを絞りながら組み立てたため，受講生に寄
り添った講座内容となった。
・生活場面で必要な漢字を多数提示することができ，特に，漢字がわからないことで不安になるような場面（病
院・学校・役所・求職や離職）で使用する漢字を学べたことは，受講生の今後の生活にプラスとなるはずであ
る。
・漢字だけにとどまらず，生活に必要な情報を交えながら進めることができた。また，全員名古屋市民だったこ
とから，名古屋の広報誌や地図、ガイドなどを使用し，地域に密着することができた。
・生活場面の会話については，自己紹介の場面や，各活動後の発表などで話す機会が作れたが，時間的には
十分とは言えなかった。
・「読み」を中心にという目標だったが，学習者の「書く」ことへの関心が高く，「読み」と同様に「書く」ことも学習
できるような配慮ができた。「書く」場面では，各グループのアシスタントなしでは行えず，補助者の必要性を強
く感じた。



○取組３：外国人のための「生活と子育て」フェスティバル

（１０）　　改善点について

（１）　　体制整備に向けた取組の目標
　子育てに必要な公的機関と外国人生活者をつなげ，どんな時にどこに連絡したらいいか，生活サポート情報を提供
する。また，取組み１で紹介した施設等の内容をまとめ作成した情報マップ（子育てマップ）を展示する。この情報マッ
プは子育てのための日本語教室でも活用できるように必要とする人に配布する。

◆成果
・漢字の成り立ちや音・意味などの仕組みを紹介することで，受講生が漢字に興味を持ち，理解しようとする姿
勢を持ってもらえたことが一番大きな成果である。漢字教室が始まった当初は「難しい」「無理」と言い苦手意識
を持っている受講者が多かったが，回を重ねるうちに，漢字の面白さ，漢字学習の必要性に気付き，自分から
進んでノートをとって練習することができるまでになった。
・記号のように感じていた漢字を音があり，意味があるものだと認識できるようになり，意識外だったものが意
識の中に入ったと思われる。一つの漢字を覚えることで複数の読み方ができること，同じ形を持つ他の漢字が
あることを知り，語彙も増えた。
・出席率の高かった受講生は，新たに学習する漢字の中に，既習の漢字とのつながりや類似点を見出せるよ
うになったり，関連付けることができるようになり，明らかに成長が見られた。
・漢字だけでなく，ひらがな・カタカナも同時に学ぶことができた。
・生活場面における日本語や日本の習慣や文化についての知識が広がった。
・食品パッケージや防災マップ、旅行のパンフレットなど，レアリアをふんだんに使い身近なものを教材としたこ
とで，実際に生かせる貴重な学習となった。
・回を重ねるごとに筆順が身につき、最終日に筆で漢字を書くことにより筆順の大切さをより感じることができ
た。
・最初はワークシートの自分の名前をローマ字でしか書けなかった人が，徐々に日本語表記に慣れていく成長
がはっきりと分かった。
・最初と最後に行ったシラバスを元にしたポートフォリオから，受講者が「漢字を使ってできる」ことが確実に増
えたことが分かる。受講者自身が自信をつけたことを認識したと言える。

・対象者は「8回参加できる人」としたが，皆勤は一人だけで欠席率が高かったのが非常に残念だった。また、10
時に集まらず遅れて開始することが多く，2時間半の内容後半が駆け足になったり，割愛することになった。
・受講生全員が主婦・母であり，10時からの教室は難しいとの声が多く聞かれた。また，子どもの体調不良など，
本人だけでなく家族のために欠席することもあり，母親教室の難しさを感じた。
・欠席が目立った受講生は小さな子どものいる母親で，子どもを連れて来たこともあり，託児があればと思う場面
があった。
・「読めれば良しとする漢字」として提示した漢字も，学習者としては「書きたい漢字」だったため，書く時間を，余
裕をもって設定することや，活動シートの内容で工夫をする必要を感じた。筆順の表示，マス目を大きくする，書く
宿題を出すなど，「書く」ことの充実を図ることが受講生が望むことだと分かった。
・「ひらがなが書ける人」という設定であったが，受講生の半分はひらがなも書けず，漢字の読みを覚えてもそれ
を書けないということが想定外であった。ひらがなの手本を示しながらメモを取らせるためには，グループにアシ
スタントが1人いる必要があることを実感した。
・教室で学んだ事を，教室外の実際の場面で活用できるかどうかの活動を行うことが，次の大きな課題である。
・12月7日のシンポジウムでポスターセッションをした際，地域の日本語教室で漢字を学びたい学習者がたくさん
いることがわかった。チラシ配布の際，郵送だけでなく出向いてＰＲするか，知人を通して積極的に広報すれば
もっと受講者を増やすことができると確信した。
・最後の回で全体のふりかえりができる時間を十分とる必要があった。アンケートとポートフォリオだけでは不十
分であった。各受講生の発表の時間を設け，さらに，自分がどのように学べたかを実感してもらえるような工夫が
あるとよかった。
・途中から来なくなった受講者に電話で理由を聞くと，時間設定が午前でなく午後ならば行ける，託児があれば行
けるという声が上がった。次年度の参考にしたい。

　　　◆アンケート結果



（４）　　参加者の総数　　77　人
　　　出身・国籍別内訳　

15人 人
9人 人
人 人

6人 人
10人 31人

（５）　　開催時間数（回数）　3時間　　　（全1回）

韓国 タイ イギリス3人，フランス3人

ベトナム フィリピン
ネパール 日本

（３）　　対象者
          日本で子育てをしている，またはこれから子育てをしようとしている外国人家族及び日本人家族

（２）　　取組内容
　外国人が必要とする「生活と子育て」に関する情報提供をイベント形式で行った。バンビーナ相談室からは，区役
所，幼稚園•保育園，小・中学校のキーパーソン，地域日本語教室の支援ボランティアに参加してもらい，情報提供を
行った。
　その他，日本語レベルチェックテスト，フリーマーケット，バンビーナのお弁当屋さん（のり巻きとお味噌汁），（子ども）
ふれあい広場，バンビーナ写真館等のブースを設けた。必要に応じて通訳もつけた。

中国 インドネシア

ブラジル ペルー



回数 開講日時 時間数 場所 参加人数 国籍（人数） 取組のテーマ 内容 講師等氏名 補助者氏名 ボランティア氏名

1

平成26年10
月18日（土）
１3：00～１6：
00

3時間
名古屋YWCA
ビックスペース

７７人

中国（15
人），韓国
（9人），ネ
パール（10
人），ベトナ
ム（6人），フ
ランス（３
人），イギリ
ス（３人），
日本（31人）

相談室（子育て，
日本語，進路，生
活（税金と保険）
／絵本の読み聞
かせ／フリーマー
ケット／バンビー
ナ写真館／バン
ビーナのお弁当
屋さん／ふれあい
広場

５つのブース（相談室，ふれ合い広場，フリー
マーケット，フードコート，写真館）を設けた。相
談室では，子育て，進路，日本語，生活（税金•
保険）の各スペースを作り担当者（講師）が相談
に応じた。絵本の読み聞かせでは，紙芝居を
行った。フリーマーケットは，事前に取組１の受
講生やスタッフから集めた就学前の子ども中心
の物品を出品した。写真館では，キャラクターの
バンビーナと家族写真が撮れるスペースを設け
た。お弁当屋（メニュー：のり巻きとみそ汁）は，
受講生が調理，接客を担当した。ふれあい広場
では，手作りおもちゃやゲームを体験できる場を
作った。その他，子育てマップの展示，必要な方
への配布も行った。

伊藤典子，北村
朱美，濱島洋子，
松本一子

上村桂恵子，滝
藤英里，茂垣健
次，田中千穂，陳
柏森，中島純子，
山田裕子

坂井文子，高田
純一，森高代，陳
美帆，ロリカレス
リーローズ

（７）　　参加者の募集方法

（８）　　特徴的な活動風景

（６）　  取組の具体的内容

         チラシ送付：国際交流協会，　東海日本語ネットワーク，日本語学校，日本語教室，生涯学習センター，
　　　　　　　　　　　　ハローワーク，教会，受講生など
         送付／配布時期：7月末，9月末
         送付部数：約500部
         ほか、ブログで告知

           15:00　フリーマーケット開始
　　　　　　　　　受講生やスタッフで集めた物品を出店。
　　　　　　　　　子ども服やおもちゃ，食器やバック等，必要な品を選ぶ。

　　　　　16:00　「バンビーナ子育てフェスティバル」終了

     ◆10月18日（土）
           来場者77人　講師4人　補助者7人
           9:00　バンビーナお弁当屋さんの調理開始
                   受講生が主体となり，韓国のり巻きとチャプチェを作る。
　　　　　　　　　スタッフがお味噌汁を作る。

           11:00　スタッフ全員集合
　　　             会場セッティング（音響，相談室，フードインコーナー，ふれあい広場準備）

           12:30　開場　&　講師スタンバイ
　　　　　　　　　（来場者案内等）

　　　　　13:00　「バンビーナ子育てフェスティバル」開始
　　　　　　　　　　フェスティバルの流れを説明
　　　　　　　　　　ふれあい広場，バンビーナのお弁当屋さん，バンビーナ写真館開始
　　　　　　　　　　ふれあい広場では，学生（高校生）がボランティアスタッフ，通訳としてスタンバイ。
　
　　　　　13:10　絵本の読み聞かせ
　　　　　　　　　子ども達が舞台を囲み，物語を聞く。
 
           14:00　外国人生活相談室開始
　　　　　　　　　（４コーナー：子育て／日本語／学校（進路）／生活（税金•保険））
　　　　　　　　　子どもがふれあい広場で遊んでいる間に相談室で相談をする来場者が多数あった。

（９）　　取組の目標の達成状況・成果
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○取組４：外国人生活者日本語サポーター養成講座

（４）　　参加者の総数　33　人
　　　出身・国籍別内訳　

人 人
1人 人
人 人
人 人
人 32人

（５）　　開催時間数（回数）　2時間　　　（全1回）
ネパール

ブラジル ペルー

インドネシア中国

（３）　　対象者
　　　　　外国人生活者とその生活を支援する人また関心を持っている人

①全体
•外国人家族と日本人家族の交流の場の提供ができた。
②相談室
•課題別（子育て•日本語•学校（進路）•生活（税金や保険））で行った点が好評であった。
•個別相談という形式が好評であった。
•各テーマ毎，知識と経験を持つ講師が担当した点が好評であった。
•日本語の相談コーナーでは日本語レベルチェックテストも同時に開催したが，予想以上の参加者があっ
た。
•取組１で作成した情報マップ（子育てマップ）を相談室の日本語コーナーの壁面に展示し，必要な人には各
区の児童館情報等が記載された作成物を配布した。
③絵本の読み聞かせ
•紙芝居形式で行った読み聞かせが子どもに好評であった。
④ふれあい広場
•子どもにも保護者にも大変好評であった。
•保護者が相談コーナーやフリーマーケットにいる間，子どもが遊んでいられる場としても役に立った。
•多国籍の子ども（保護者を含む）たちの交流の場としての役割を果たせた。
•他国籍の現役中高生が補助者として参加してくれた為，交流という意味でも大きな役割を果たすことがで
き，次のステップに繋げる基盤ができた。
⑤お弁当屋
•受講生が調理担当をし，受講生主導のブースを設けることができた。
⑥フリーマーケット
•取組1に参加している受講生やスタッフが物品を提供したことが非常に有益であり，交流にもつながった。

①全体
•初めての開催だったため，人の配置や必要人数等，想像ができない部分があった。
•絵本の読み聞かせ→相談室→フリーマーケットという流れで行ったが，順番を再検討する必要があった。
（相談室とフリーマーケットは同時開催でもよかった。）
•開催時間をもう少し短くした方がよかった。
•集客の仕方に検討の余地があった。
（今回は就学前の父母に的を絞ったが，もう少し層を広げ来場者を増やした方がよかった。）
•時期が他のイベント開催（運動会，文化祭，秋祭り等）と重なり，集客が困難であった。
②相談室
•整理券の配布が必要であった。
•一人の相談者の相談が長いケースが多かったため，時間制限をする必要があった。
•子どもの言語習得に対する相談コーナを設けた方がよかった。
③絵本の読み聞かせ
•1番目のイベントであったため，人の集まりが完全でなかった点が残念であった。（順番の再検討が必要）
④ふれあい広場
•子どもが作った手作りおもちゃの展示スペースなどがあるとよかった。
•場所が手狭であった。
⑤お弁当屋
•13時からの開催であったため，お昼を食べてから来る人が多く，メニューにボリュームがありすぎた。

韓国

ベトナム フィリピン

（１）　　体制整備に向けた取組の目標
　　　　　地域に日本語教育支援の必要性を訴え，支援者を募る。

名古屋ＹＷＣＡ文化庁委託事業（H25年度）の活動報告並びに外国人の子育て支援に必要な情報，知識を提供
する。
（外国人ファミリーのための日本語講座「子育てと生活」，「外国人ファミリーにほんごサマースクール」活動紹介）
ワークショップ形式で，地域に住む外国人にどのような支援ができるのかについて共に考える。

日本

タイ

（１０）　　改善点について

（２）　　取組内容



回数 開講日時 時間数 場所 参加人数 国籍（人数） 取組のテーマ 内容 ナビゲーター氏名

1
平成26年6月
7日（土）
13:30〜15:30

2時間
名古屋YWCA
105教室

33人
日本（32
人），
韓国（1人）

H25年度文化庁
委託事業報告／
外国人生活者支
援を考えるワーク
ショップ

H25年度　文化庁委託事業活動報告／「標準的
なカリキュラム案」の紹介／取組4「ボランティア
ワークショップ第1，2回」報告／取組1「生活と子
育ての日本語講座」報告／取組3「外国人ファミ
リーにほんごサマースクール」報告／H26年度
文化庁委託事業活動紹介／ワークショップ：「日
本語サポーターとして日本語教室でどんな支援
ができるか考え，具体的な活動案のアイデアを
自由に出す。」　対象者：１．母親　２．父親　３．
就学前の子ども　４．小中学生　５．高校生，学
齢超過生　 ６．ファミリー　　７．高齢者　　８．ビ
ジネスパーソン→各班で考えた活動案のキー
ワードを付箋に書き，ホワイトボードに貼る→発
表→振り返り（アドバイザーからコメント）

上村桂恵子,
和田貴子

（７）　　参加者の募集方法

（８）　　特徴的な活動風景

         チラシ送付：国際交流協会，東海日本語ネットワーク，日本語教室，生涯学習センター，ハローワーク，教会，など
         送付／配布時期：5月
         送付部数：約300部
         ほか、ブログで告知

　　　　◆6月7日（土）
           受講者33人　講師2人　アドバイザー：磯村美保子，伊藤典子
           13:30　①H25年度　文化庁委託事業活動報告
　　　　　　　　　 ②「標準的なカリキュラム案」の紹介，
　　　　　　　　　　　取組4「ボランティアワークショップ第1，2回」報告
　　　　　　　　　 ③取組1「生活と子育ての日本語講座」報告

           14:00　④取組3「外国人ファミリーにほんごサマースクール」報告
　
           14:15　休憩

　　　　　14:25　H26年度　文化庁委託事業活動紹介

           14:35　ワークショップ
　　　　　　　　　　「日本語サポーターとして日本語教室で
　　　　　　　　　　　どんな支援ができるか考え，具体的な
　　　　　　　　　　　活動案のアイデアを自由に出す。」
　　　　　　　　　　①ワークショップの仕方を説明
　　　　　　　　　　　1）対象者　1．母親　2．父親　3．就学前の子ども　4．小中学生　5．高校生，学齢超過生
　　　　　　　　　　　　　　　　　　6．ファミリー　　7．高齢者　　8．ビジネスパーソン
　　　　　　　　　　②各班で考えた活動案のキーワードを付箋に書き，ホワイトボードに貼る
　　　　　　　　　　③発表
　　　　　　　　　　④振り返り（アドバイザーからコメント）

            15:30　終了

（６）　  取組の具体的内容

◆申込方法  

申込書を持参いただく か， メ ールか郵便， または FA X で   

名古屋 Y W CA までご送付く ださ い。   

    
〒4 6 0 -0 0 0 4     名古屋市中区新栄町 2 -3         
TEL： 0 5 2 -9 6 1 -7 7 0 7 （ 内線 6 4 ）   ／  FA X： 0 5 2 -9 5 1 -5 6 7 2   

E-m a il:  sem in a r@ n a g oya -yw ca .o r.jp           

 
 

     担当： 磯村， 和田  

2 0 1 4 年度   文化庁委託事業   「 外国人生活者   日本語サポータ ー養成講座」    申込書  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

氏名
ふり がな

  
  

TEL  
  

住所  
〒   Em a il     

    

事務所使用欄   修了生• 受講生   一般   会員   その他  

キリ ト リ   



（９）　　取組の目標の達成状況・成果

　　　◆アンケート結果＜参加者の感想＞

６．　事業に対する評価について
（１）　　事業の目的

（２）　　事業目的の達成状況

（３）　地域における事業の効果，成果　　

（１０）　　改善点について

・活動のヒントをたくさん得ることができた。支援者同士のネットワークづくりにも役立った。
・文化庁委託事業の全体がよくわかった。
・文化庁の本の利用法が何とか見つかったと感じた。
・文化庁発行の書類は文章が多く難解であるが，解りやすく要点を説明してもらい有り難かった。
・文化庁の「標準的なカリキュラム案」のことは今日初めて知り、国としても大きく取り組んでいることがよくわかっ
て興味深かった。
・本年度の地域外国人定住化促進のための日本語教室を開いており，生活に関する日本語としてクラス運営し
たいが，どうしてもレベルの差もあり，言語習得，学習に重点が置かれてしまうので，地元での指導側のこのよう
なワークショップが非常に大切だと感じた。
・語学だけではない生活上の支援の必要性を感じました。
・ワークショップでの参加者の意見が大変参考になった。アドバイザー伊藤先生の"外国人が自立できるための
サポートを"というお言葉が印象に残った。
・ワークショップでは，対象者を限定したことで，日頃接していない学習者さんの支援について考えることができ，
支援方法の幅を広げることができた。
・実際に活動されている方達の話が聞けて参考になることが多かった。
“日本語支援”以外の問題が多いですが，“共生”の視点での　より広い周知すること（日本人全体）が重要かと思
う。
“お互いを尊重し合える気持ち”が大事である。

•名古屋近郊の外国人家族，日本人配偶者やその子どもとして生活する外国人が，日本語の環境の中で生活で
きるように日本語学習を通じてサポートし，必要な情報にアクセスできるようにする。
•H25年度の事業内容を継続し，「標準的なカリキュラム案」を使った子育てのための日本語教室を行い，生活者
のための漢字クラスを設ける。
•地域の日本語教育の必要性を広報するためにH25年度の活動報告を基にしたボランティア研修会を開催する。

•外国人家族を対象とした取組みも2年目となり，問題点や課題を明確にすることができた。（ⅰ現状ⅱ今後の課
題参照）
•取組４の「外国人生活者日本語サポーター養成講座」の開催により，本事業や各取組み（クラス）を周知でき，実
際に見学してもらう，情報交換をするなど，今後に繋がる活動が実現できた。
•託児付きの日本語教室の開催は困難であるが，地域で活動する有志や団体の支援や連携から有意義な活動
ができた。
•取組1「外国人子育てサポート教室バンビーナ」では，託児を幼児教育の専門家にお願いしたが，受講生への信
頼度につながると共に，就学前の子どもへの言語や概念形成の重要性について再認識し，連携体制の基盤を
作ることができた。
•取組2「外国人生活者のための土曜漢字クラス」の開催は初めてであったが，日本で生活する上での漢字や文
字教育の必要性を実感できた。
•取組3「子育てフェスティバル」は初めての取組みであったにもかかわらず来場者が多く，今後の交流の場として
の基盤作りができた。

•平成26年10月25日に大阪で開催された「日本語教育研究協議会」（文化庁）でポスター発表を行った。更には，
平成26年12月6日に名古屋で開催された東海日本語ネットワーク主催の「シンポジウム2014」でパネルセッション
とポスター発表を行い，全国や東海地域の団体等に当団体の活動を広く紹介することができた。
•取組1の「バンビーナ」は，新聞社からの取材を受け，新聞に掲載され，メディアからも取材依頼があるなど，認知
されてきており，外国人家族への日本語教育のサポートの重要性を訴える場が増えた。また，その反響も実感で
きた。
•開催場所の名古屋YWCAは，栄に位置し，名古屋おける活動の場としては，地域のセンター的役割を果たすこと
ができる立地にある。その特性を生かした取組として，取組3「子育てフェスティバル」の開催や取組4「外国人生
活者日本語サポーター養成講座」を開催することができた。
•取組3や4の参加者，また協力者には，各地域で活動する日本語教育関係者がほとんどであったが，その場での
情報提供や情報の交換，課題の解決策や連携の仕方などを共に考えるに至った。参加者の中には，取組1や2
の各日本語教室に見学に訪れる人もおり，今後の体制整備の基盤作りに役立てることができた。
•取組1や取組2の各日本語教室においても，名古屋やその周辺の各地域に住む外国人生活者が交流できる場
所としての役割を果たすこともできた。

　　　　•地域の日本語教育の実情を把握することができた。
　　　　•支援者同士のネットワーク作りにも役に立った。
　　　　•「標準的なカリキュラム案」の利用法を広く紹介することができた。
　　　　•参加者の中から，取組１や取組2の見学希望があり，実際の活動を見てもらう機会に繋げることができた。
　　　※以下参加者によるアンケート（感想）参照

•H25年度の報告にかける時間が長すぎ，今回の養成講座のワークショップにかける時間が不足し，フィードバッ
クまでが充分でなかった。
•開催時間自体が短すぎた。
•参加者には実際活動している人（文化庁委託事業）もいたため，事例報告の時間を作り，交流，意見交換の場を
作るとよかった。



（４）　改善点，今後の課題について
ⅰ　現状　

ⅱ　今後の課題

ⅲ　今後の活動予定

（５）　その他参考資料

•外国人生活者のニーズに沿う内容の取組みの展開
•「標準的なカリキュラム案」を使用した生活場面での日本語習得と共に，就学前の子どもに対する言語•概念形成の
必要性やその環境づくりの重要性を盛り込んだ活動の展開
•子どもの言語•概念形成の際の支援
•生活場面における漢字を取り入れた文字教育の実現
•名古屋市とその周辺に住む就学前の子どもを持つ外国人家族やその現状把握，行政や地方自治体，地域団体と
の連携作り
•受講生が地域作りに積極的に参加できるようになるための支援

　　　◆Can Do Statements
　　　　取組1：外国人子育てサポート教室バンビーナ　　　　　　　　　　       取組2：外国人生活者土曜漢字クラス

•地域との連携の仕方（名古屋YWCAの立地からどのような役割を果たすことができるかについての検討）
•生活者としての外国人のための日本語教育を中心とする支援の必要性の周知
•外国人生活者に向けた生活上の日本語の習得の必要性の周知。特に，外国人父母に向けた就学前の子どもに対
する言語•概念形成の必要性やその環境づくりの重要性の周知
•ボランティアの在り方，支援の仕方の検討とその体制整備及び，体制整備後の活動の継続の仕方の検討
•行政や地方自治体との連携の仕方の検討

•本年度より，日本語教室に「バンビーナ」という名称をつけたことで，認知度が少しずつあがり，新聞取材などにつ
ながった。
•託児付きの日本語教室の体制の基盤はできたが，受け入れ人数や運営費などの継続性の問題がある。
•参加者数の不安定さ（開催曜日や子どもの病気や予定に左右される）はあるものの，受講する側のニーズに沿っ
た取組み，カリキュラム，シラバス作りが実現できた。

平成 26 年度「生活者としての外国人」のための日本語教育事業	  名古屋 YWCA バンビーナ 

 

バンビーナ 2014 ポートフォリオ結果	  上段(第 1 回)・下段：水色（第 16 回）実施	  

No.	  質問
しつもん

	  
○	  

よく	  

できる	  

△	  

少し	  

できる	  

×	  

できない	  

１	  自分の子どものいいところを３つ言うことができる	  
7人	  2人	  1人	  

9人	  1人	  0人	  

２	  図書館で本を借りることができる	  
1人	  6人	  3人	  

5人	  5人	  0人	  

３	  初めて会った人とあいさつすることができる	  
0人	  7人	  3人	  

8人	  2人	  0人	  

４	  近所の人や日本人ママとうまく話すことができる	  
2人	  2人	  6人	  

4人	  6人	  0人	  

５	  はじめて行く病院で受付ができる	  	  
0人	  5人	  5人	  

5人	  3人	  2人	  

６	  お医者さんに病気の症状を話すことができる	  	  
0人	  4人	  6人	  

5人	  3人	  2人	  

７	  
ドラックストアで売っている薬（市販薬）が何の薬かわ

かる	  	  

0人	  2人	  8人	  

4人	  4人	  2人	  

８	  市販薬：子どもに使うことができる	  	  
0人	  5人	  5人	  

6人	  3人	  1人	  

９	  市販薬：いつ，どれだけ使うかわかる	  	  
0人	  6人	  4人	  

8人	  0人	  2人	  

１０	  日本の料理を３つ以上作ることができる	  
0人	  7人	  3人	  

7人	  3人	  0人	  

１１	  料理の作り方を読んで，料理を作ることができる	



 	



 

0人	



 3人	



 7人	



 

0人	



 7人	



 3人	



 

１２	  幼稚園•保育園•学校からのおしらせがわかる	  
0人	  3人	  7人	  

0人	  7人	  3人	  

１３	  
不在配達通知（留守のときに荷物の配達があったことを知

らせるカード）があった時，もう一度配達してもらうこと

ができる。	  	  

0人	  5人	  5人	  

7人	  2人	  1人	  

	  



◆ 取組2：外国人生活者のための土曜漢字クラス　Can Do Statements 　学習者記入例）
　　2014年9月13日

◆ 取組１：外国人子育てサポート教室「バンビーナ」　Can Do Statements 　学習者記入例）
　　　　　　　丸囲み：2014年7月4日　　　青色：2014年11月21日

平成 26 年度「生活者としての外国人」のための日本語教育事業	  名古屋 YWCA バンビーナ 

 

バンビーナ 2014 ポートフォリオ結果	  上段(第 1 回)・下段：水色（第 16 回）実施	  

No.	  質問
しつもん

	  
○	  

よく	  

できる	  

△	  

少し	  

できる	  

×	  

できない	  

１	  自分の子どものいいところを３つ言うことができる	  
7人	  2人	  1人	  

9人	  1人	  0人	  

２	  図書館で本を借りることができる	  
1人	  6人	  3人	  

5人	  5人	  0人	  

３	  初めて会った人とあいさつすることができる	  
0人	  7人	  3人	  

8人	  2人	  0人	  

４	  近所の人や日本人ママとうまく話すことができる	  
2人	  2人	  6人	  

4人	  6人	  0人	  

５	  はじめて行く病院で受付ができる	  	  
0人	  5人	  5人	  

5人	  3人	  2人	  

６	  お医者さんに病気の症状を話すことができる	  	  
0人	  4人	  6人	  

5人	  3人	  2人	  

７	  
ドラックストアで売っている薬（市販薬）が何の薬かわ

かる	  	  

0人	  2人	  8人	  

4人	  4人	  2人	  

８	  市販薬：子どもに使うことができる	  	  
0人	  5人	  5人	  

6人	  3人	  1人	  

９	  市販薬：いつ，どれだけ使うかわかる	  	  
0人	  6人	  4人	  

8人	  0人	  2人	  

１０	  日本の料理を３つ以上作ることができる	  
0人	  7人	  3人	  

7人	  3人	  0人	  

１１	  料理の作り方を読んで，料理を作ることができる	



 	



 

0人	



 3人	



 7人	



 

0人	



 7人	



 3人	



 

１２	  幼稚園•保育園•学校からのおしらせがわかる	  
0人	  3人	  7人	  

0人	  7人	  3人	  

１３	  
不在配達通知（留守のときに荷物の配達があったことを知

らせるカード）があった時，もう一度配達してもらうこと

ができる。	  	  

0人	  5人	  5人	  

7人	  2人	  1人	  

	  



◆ 取組１：外国人子育てサポート教室「バンビーナ」　ポートフォリオ　学習者記入例）

　　2014/12/13



◆ 取組2：外国人生活者のための土曜漢字クラス　ポートフォリオ　学習者記入例）


